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本学位論文は General Introduction、Chapter 1、Chapter 2、Chapter 3、General Discussion 














































































る DNA(625bp)の PCR産物を用いた分子生物学的解析では、用いた用いた PCR酵素による
DNA複製の正確さが問われ、複製はエラーがあり得ることから、配列解析は 5’および 3'の両
方向から解読し、双方一致しているもののみのデータを系統解析に用いて、結果の正確さ
が主張され、審査員は妥当と判断した。 
一方、多くの学術論文による発信から、申請者の将来の研究の方向性や研究者として今
後明らかにしていきたい課題を問いたが、将来を期待された若手研究者として本人の展望
に関する説明が切望された。学位論文発表、論文審査はいずれも英語で行われ、その能力
はすばらしいものであった。幾分緊張のせいか、発表序番では少々話すスピードが早く、聴
衆に十分な理解を与えていない感も受けたものの、本研究のためドイツ語で書かれた古い
分類学の文献も言語で読んでいること、仏語が母国語であることを併せ、非英語圏にも貴重
な分類学の文献が多く存在する本分野において、研究を本格的に行う上で大きく寄与でき
る有利さが評価された。さらに難解な用語も平易な英語で説明し、国際的な研究者として活
躍するに卓越した言語能力を有すことが知られた。 
本研究は、生物採取装置や解析ソフトウェアの技術革新、ビデオを用いた採集生物の多
彩な数値解析を行い、上述の分子生物学的解析を組み合わせ、分類学の学問的な進歩に
貢献している。新たな研究手法で解析した結果は、複雑な生活環を持つクダクラゲの特定
段階の標本と、他の段階のそれが、実は同種であったことを証明し、従来の種分類を見直さ
せる知見を呈した。加えて相模湾、大島近海と鴨川沖のクダクラゲ目の群集構造形成に鉛
直方向および側方移動が共に重要なことを見出し、生物学、生態学に加え海流の海路に関
わる重要な学術的知見をもたらした。上記の理由から、本学位論文は高い学術価値を持ち、
申請者は博士の学位を授与されるのに十分な資格を有すと審査員全員が判断した。 
